
取扱説明書

この度は Ｒ８２社製 歩行器ムスタングをお買い上げいただきましてありがとうございます。

ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、本製品を正しくお使いくださいますよう

お願いいたします。

この取扱説明書はなくさないよう保管してください。

－ ム ス タ ン グ －

歩行器
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１．安全に使用する為のご注意

２．仕様

● ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みください。誤った使用をされますと事故や破損につ

ながる恐れがあります。

● 各部の調節はこの取扱説明書に従って行ってください。

● ムスタングはヨーロッパの安全基準であるＣＥマークを取得しています。なお、フィッティング時

や修理される際はR82社の純正パーツをご使用ください。

● 事故や怪我の恐れがありますので、ご使用中は大人の方が使用者から目を離さないようにし

てください。

● ムスタングは１人で使用する構造になっています。 2人以上でのご使用はなさらないでくださ

い。

● ご使用前に、必ずすべてのオプションが正しい位置に固定されているか ・ボルトやナットの

緩みがないか確認してください。

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｄ
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３． 各部の名称と互換性

チェストサポート

クイックリリースボルト

フレーム
高さ調節ペダル

パーキングブレーキ

後輪

キャスター

前輪

キャスター

センターバー

角度調節バー

チェストサポート

バックサポートアームレスト（ハンドル付）

シート スリングシート

腹部パッドヒップサポート

アームホルダー

レッグセパレーター

－１．各部の名称

各部調節用

六角レンチ
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チェストサポート用 カバー

レッグパッドヘッドサポート

ガイドハンドルチェストサポート用 延長パーツ

アンクルサポート

ムスタングのオプションにはサイズを問わず共通のものや、互換性のあるものがあります。

・ 全サイズ共通オプション

オプションが各サイズ共通のもの。

・ サイズ１、サイズ２共通オプション

・ 互換性のあるオプション

本体のサイズと異なるサイズのオプションを選択できるもの。

たとえば、身長が高く体幹部が細い場合、本体サイズ３にチェストサポートサイズ１や２を取り付

けることが可能です。

－２．共通オプションと互換性

腹部パッド、チェストサポート用 延長パーツ、ヘッドサポート、レッグパッド

シート、アームレスト（ハンドル付）、バックサポート、ヒップサポート、ガイドハンドル

※サイズ３用のガイドハンドルはありません。

チェストサポート、シート、アームレスト（ハンドル付）、アームホルダー、バックサポート

ヒップサポート
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・ ご購入時のムスタングは（２）の穴の位置に

調整されています。

・ （１）や（３）の位置に調整することによって、

本体を高くしたり、低くしたりできます。

３ ２ １

Ｃ

Ａ

Ｂ

・ （Ａ）のクイックリリースボルトを外してください。

・ （Ｂ）（Ｃ）のボルトを外してください。

・ （Ｃ）のボルトを（１）に調整すると本体は高くな

り、（３）に調整すると低くなります。

ご使用の前に、すべてのボルトが締まって

いるかご確認ください。

調整の際は、指などを挟まないよう十分に

注意してください。

４． 本体の高さ設定
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５．各部の調節方法

－１．組み立て方

① （Ａ）のクリックリリースボルトを外します。

② （B）のペダルを押しながらフレームを起こします。

③ （Ａ）のボルトを（Ｃ）の様に取り付けます。

－２．チェストサポートの取付け方

① アウターチューブを差し込み、（D）のボルトを締めます。

② チェストサポートを右図のように差し込みます。

③ （E）のボルトを締めます。

アウターチューブの（F）の位置には穴があり、

チェストサポートのチューブにはロックピンが

あります。向きを揃えて差し込んでください。

チェストサポートの高さを上げていくと‘max’

の位置でカチッと音がなります。

それ以上高く調整しないでください。

使用される前に必ず 全てのボルトがしっかりと

締まっているかご確認ください。

指を挟まないようにお気をつけ下さい。
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－４．体幹部の高さ調節

① （Ａ）のペダルを押すと チェストサポートから

下部全体の高さを調節する事が出来ます。

② 上下に高さの調節を行い、（Ａ）のペダルを

離してください。

高さ調節を行う際は、指を挟まないように

気を付けてください。

－５．体幹部の角度調節

① （Ｂ）の角度調節バーを回すとチェストサポ

ートから下部全体の角度を調節する事

が出来ます。

角度調節を行う際は、指を挟まないように

気を付けてください。

－３．チェストサポートバーの高さ調節

・ （Ａ）のボルトを緩めてください。

・ 高さの調節を行ってください。

・ （Ａ）のボルトを締め固定してください。

チェストサポートを一番高く設定すると（Ｂ）の

ロックピンが穴から出てロックがかかります。

それ以上の高く調整しないでください。

使用前に必ずすべてのボルトが締まっている

か確認してください。
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－６．チェストサポートの調節

・ （Ａ）のボルトを緩めて 幅の調節をしてください。

・ （Ｂ）（Ｃ）のボルトを緩めて、パッドの向きを調節

してください。

・ （Ｂ）のボルトを締め、（C）のボルトを軽く締めてください。

（移乗がしやすくなります）

‘max’のマークより広い幅に調節しないで

ください。

使用前に必ず ストラップがとまっているか

確認してください。

使用前に必ず バックルがはまっているか

確認してください。

－８．パーキングブレーキのかけ方

・ （Ａ）のボタンを上から抑えると ブレーキがかかります。

・ しっかりと固定するため、足で踏んでください。

・ （Ｂ）の赤いボタンを押すと ブレーキが解除されます。

移乗する際は必ず すべての車輪のブレー

キがかかっているか確認してください。

－７．チェストサポート延長パーツの取付け方

・ （Ａ）のボルトを緩めて 延長パーツの（Ｂ）の穴に

固定してください。

・ （Ｂ）の穴は高さ調節用の穴です。 高さを調節して

ご使用ください。
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－１０．車輪の後転防止の仕方

・ 後転防止を有効にする； （Ａ）の赤いレバーを下げる。

・ 後転防止を無効にする； （Ａ）の赤いレバーを上げる。

－９．車輪の回転抵抗の調節

・ 抵抗を軽くする； （Ａ）のハンドルを緩める。（反時計回り）

・ 抵抗を重くする； （Ａ）のハンドルを締める。（時計回り）

後転防止を有効にする場合は、直進ロックを

必ずかけてください。

－１１．車輪の直進ロックのかけ方

・ 直進ロックを有効にする； （Ａ）（Ｂ）下図のピンを引きながら回してください。

（Ｃ）の位置にピンを固定してください。
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－１２．ヒップサポートの調節

・ シートの後部にヒップサポートを取付けてください。

・ 高さ調節； （Ａ）のレバーで調節してください。

・ 幅調節 ； （Ｂ）のボルトで調節してください。

－１３．腹部サポートの調節

・ （A）と（Ｂ）のボルトで高さを調節してください。

－１４．アームレスト（ハンドル付）の調節

・ チェストサポートのセンターバーにアームレストを取付けてください。

・ （Ａ）のボルトでグリップハンドルの奥行と角度を調節してください。

・ （Ｂ）のボルトでパッドの角度を調節してください。

‘max’のマークより後ろの位置に調節しないで

ください。
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－１５．アームホルダーの調節

・ チェストサポートのセンターバーにアームホルダーを取付けてください。

・ （Ａ）のボルトでアームホルダーの奥行と角度を調節してください。

・ （Ｂ）のノブで先端のグリップハンドルの奥行と角度を調節してください。

・ （Ｃ）のノブでアームホルダーの角度を調節してください。

－１６．シートの調節

・ 本体のセンターバーにシートを取付けてください。

・ （Ａ）のボルトでシートの高さを調節してください。

シートを取付ける際は、右の図のように取付金具の下

からチェストサポートのセンターバーが見えるように取

付けてください。
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・ （Ｃ）のボルト・ナットでヘッドサポートをバックサポートまたは

ヒップサポートへ取付けてください。

・ （Ｂ）のボルトでパッドの高さを調節してください。

・ （Ａ）のレバーでパッドの角度の調節をしてください。

・ （Ｃ）のボルト・ナットでヘッドサポート全体の角度を調節して

－１８．ヘッドサポートの調節

パッドの角度調節を行う際は、指を挟まないよ

うに気を付けてください。

－１７．バックサポートの調節

・ バックサポートをシート後方に取付けてください。

・ （Ａ）のボルトでバックサポートの高さを調節してください。

・ （Ｂ）のレバーを緩め、（Ｃ）のピンのロックを解除してく

ださい。

・ バックサポートの位置を調節し、（Ｃ）のピンでロックしてく

ださい。

・ （Ｂ）のレバーを締めて固定してください。

パッドの高さを調節する際は、‘max’より高い

位置に調節しないでください。

パッドの奥行を調節する際は、‘max’より長い

位置に調節しないでください。
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－１９．スリングシートの調節

・ スリングシートをチェストサポートに取付けてください。

・ （Ａ）のベルトでスリングシートの高さを調節してください。

・ 移乗する時は（Ｂ）のバックルをは外し移乗してください。

使用される前にすべてのボルトが緩んでい

ないか、バックルやベルトが外れていないか

を確認してください。

－２０．レッグセパレーターの取付方法

・ （Ａ）のボルトでレッグセパレーターを本体の高さ調節

ペダルの下部に取付けます。

・ レッグセパレーターの下部に指が

挟まれないように注意してください。

・ 訓練中、ユーザーのつま先がレッグ

セパレータと床の間に挟まらないよ

うに注意してください。
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６．メンテナンス・廃棄・警告

長くご使用いただくには、保守、点検、整備をこまめに行ってください。

・本体やパーツの可動部分に違和感がある場合、不具合、故障の可能性が

あるので、必ず点検し、問題があれば販売店にご連絡ください。

・ボルトやナット等が緩んでいないか、定期的に確認してください。

・ボルトやナット等がとれてなくなった場合は、そのまま使用しないで販売店

にご連絡ください。

・フレームやパーツは常にきれいにしておいてください。

その他不調にお気づきの際は、販売店にご連絡ください。

本製品の廃棄につきましては、市区町村の条例などの指示に従って処分

をしてください。

・子供さんを乗せたまま離れないでください。

・ベルト類は必要以上に締めすぎないでください。

・乗り降りの際は、必ずパーキングブレーキをかけておいてください。

・本製品を使用する前に毎回必ず点検を行ってください。

・故障や異常を感じる箇所がありましたら、直ちに使用を中止し販売店にご

連絡ください。

－１．メンテナンス

－２．廃棄

－３． 警告
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６．保証書

保証書〔お客様控え〕

品名 MUSTANG（ムスタング）

フリガナ

ご住所

フリガナ

ご氏名

ご購入年月日 年 月 日

１．本製品が取扱説明書の注意書きに従って、正常な使用状態で故障した場合には、本書記

載内容に基づき、ご購入から満一年間無料修理いたします。

２．本保証規定に基づく修理をご希望の際には、下記のお買い上げ店へ保証書を添えてお申

し出ください。

尚、お買い上げ店にお持ちいただく際の諸費用はお客様にご負担願います。

３．次の場合は、上記期間内でも保証の対象となりません。

① 使用上の誤り（説明書以外の誤操作）により生じた故障。

② 当社の指定する修理取扱所以外で行われた修理による故障。

③ 消耗品（車輪の摩耗や損傷）

④ 火災・天災・地変等により生じた故障。

⑤ 浸水・落下・とげ・砂等により生じた故障。

⑥ 保管上の不備や手入れの不備等による故障。

⑦ 販売店名・ご購入年月日等の記入がない場合、または記載事項を改ざんされた場合。

販売店名・住所
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東京 〒１０１－００３２ 東京都千代田区岩本町 １丁目１０番５号 ６Ｆ

ヘルスケア営業部

ＴＥＬ ０３－５８２２－１３８５ ＦＡＸ ０３－５８２２－１３９６

大阪 〒５５０－０００２ 大阪府大阪市西区江戸堀 １丁目１８番２７号 ２Ｆ

ヘルスケア営業部

ＴＥＬ ０６－６４４１－５６１２ ＦＡＸ ０６－６４４４－６００６

（180214）
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